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	男女共同参画・ジェンダー卒論発表会を開催しました！
	　　　　　　　　　　　　　　　　　第8回男女共同参画・ジェンダー卒論発表会を２月13日に開催し、人文学部 　　　　　　　　　　　　　　　　から４名の学生が発表しました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　全参加者による投票の結果、最優秀賞に三村瑞悠さん「スーパー戦隊論ー50年 　　　　　　　　　　　　　　　　の変遷ー」、優秀賞に青木蔵人さん「異性装における性差ースカート男子に注目 　　　　　　　　　　　　　　　　してー」と、針崎史帆さん「『らんま1/2』の変遷ージェンダーの視点からー」、 　　　　　　　　　　　　　　　　藤吉敏江 さん「日本におけるタトゥーとジェンダー」が選ばれました。 　                                                  　中山文・男女共同参画推進室長から、受賞した学生達に表彰状と副賞の図書                                                      カードが贈られ、「ジェンダーの面から考えると新しい視点が生まれますが、　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　それだけでは研究としては不十分で、作成にかけた時間に比例して良い論文に 　　　　　　　　　　　　　　　　なることが分かります」等と述べ、全ての発表者の報告に対して感謝と講評が 　　　　　　　　　　　　　　　　伝えられました。                                                          最優秀賞の三村瑞悠さんは「私は本当に戦隊が好きで研究を始めました。賞ま                                                     でいただけると研究を始めた時は想像もしていませんでした。分析もとても難し                                                     ったのですが、最後まで続けて書き切ってよかったと思います。興味があれば、                                                     ぜひ一作でも見てください」と述べられました。                                                                                                     　要旨集と卒業論文集は男女共同参画推進室でご覧になれます。
	EVENT

	女性研究者ランチタイム ミーティング
	　２月24日にハイブリッドで開催し、参加者は11名でした。今回は本学の教職課程を担当しておられる小嵜麻由先生をゲストにお招きしました。先生は公立中学校での教職経験を経て大学院で研鑽を積まれ、現在は本学で教員養成に携わっておられます。 　なかでも印象的だったのは、子どもの居場所づくりを目指す「こども編集部」の実践です。子どもの「やりたい」という思いをできる限りかたちにしていく取り組みは、子どもが主体となる活動であると同時に、関わる大人にとってもワクワクする挑戦です。地域や企業とも連携しながら活動を広げ、成果を子どもたちへ還元している点も紹介されました。 　また、教職課程の学生が「小説を教える難しさ」を感じているという話題から、感動する力を育む読書教育の重要性についても議論が広がりました。 　学内には魅力的な教育実践や研究に取り組む先生方が数多くおられます。多忙な中でも、こうした場を通じて互いの取り組みを知り、つながりを広げていく大切さを確認する時間となりました。
	EVENT
	教職員のためのレクリエーション大会
	　ランチタイム・ミーティングの拡大版として、身体をほぐしながら教職員間の交流を図るため、KPC1アリーナにて初めて開催しました。12名の教職員が参加しました。 　講師に本学共通教育センター スポーツサイエンス・ユニット准教授の上谷聡子先生をお迎えし、アイスブレークや自己紹介、ストレッチを行い身体を温めた後は、2チームに分かれて対戦しました。スリッパリレー、風船運びリレー、新聞紙タワー作りといったゲームを通して、教職員間のコミュニケーションの場を作ることができました。
	ご意見を お寄せ ください




